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講習会

座長：坂口　武司　先生　　なんてんクリニック　検査科
　　

第 1 部

演題１　献血の現状と供給体制
　　　　　

演者：新妻　太一朗　埼玉県赤十字血液センター　学術情報・供給課

スライド1 スライド2

ご紹介いただきありがとうございます。
私は埼玉県赤十字血液センター　学術情報・供

給課　新妻　太一朗　と申します。
私から 20 分ほど献血の現状と供給体制につい

てご説明させていただきます。
どうぞよろしくお願いいたします。

初めに、献血から血液製剤供給、つまり血液が
患者さんのもとに届くまでの大まかな流れをご説
明します。

こちらのイラストは、献血から患者様へ血液が
届くまでを示したものです。

献血会場にご来場いただいた方は受付後、問診
で当日の体調や服薬等の状況を確認し、事前検査
により献血可能となりましたら、採血します。

採血した血液は製剤原料として製造所へ搬送さ
れ、血液型や感染症有無の検査に合格したものが
製品化されます。
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製造後の製品は各供給基地へ分配され、出庫ま
で適正に保管されたのち、各医療施設からのオー
ダーに合わせて患者様のもとへ届けられる、とい
う流れになります。

スライド3

スライド5

スライド4

スライド6
以上を踏まえ、本日は埼玉県の献血状況と、輸

血用血液製剤の供給についての 2 つに分けてご
説明します。

まず、こちらのグラフをご覧ください。
こちらは令和 4 年度における、埼玉県の献血

者の年代別割合を示したものです。
ご覧のとおり、献血者の約 60％が 40 代以下

の方です。

まず、現在の献血の状況についてです。

しかし、少子高齢化の影響が大きく、10 代～
30 代までの方々の献血数は減少傾向にあり、40
代の方の献血者数も少なくなっています。

こちらは埼玉県内の献血者数を、年度別・年代
別にグラフ化したものです。

ご覧のとおり、増加傾向にあるのは 50 代以上
の年代のみです。

さらに、50 代以上の方は初回献血率が１％を
下回ります。つまり、50 代以上の方は定期的に
繰り返し献血していただいている方が多いという
ことになります。
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スライド7

スライド9

スライド8

ではここで、血液製剤の需要動向についてもご
説明いたします。

こちらは新型コロナ感染拡大による献血バス会
場の中止による影響を示したものです。

表のとおり、令和 2 年度では献血実施を見込
んでいた企業・団体様からの中止要請が重なり、
中止割合は 20％を超えました。

しかし、先のスライドでご説明したとおり、血
液製剤使用量は新型コロナ感染拡大化にあっても
大きく減少してはおりません。

血液製剤の供給を途絶えさせないため、血液セ
ンターでは、代替となる会場を新たに設定するな
どの献血者確保や、各ブロック血液センター間で
の在庫の調整など各セクションで対策を講じてま
いりました。

今年度、感染症分類 5 類移行による制限緩和や、
新規団体の献血参加により中止件数は減少してお
りますが、一度中止した企業・団体様の献血再開
が少なく、採血計画がコロナ禍以前より進みにく
い状況が継続しています。

こちらは、輸血用血液製剤の埼玉県内の供給状
況を、年度別・製剤別にまとめたグラフです。血
漿製剤の換算方法が変更となった平成 29 年度以
降のデータになります。

各年度のグラフ赤い部分が赤血球、真ん中の緑
の部分が血漿、黄色い部分が血小板のデータです。

輸血用血液製剤を使用される患者様の 85％以
上が 50 代以上の方であることを考えますと、40
代以下の方に「繰り返し」献血していただく必要
は今後さらに高まります。

献血者の受け入れ状況は、先のスライドと併せ、
全国的に同様の傾向にあります。

各製剤共に横ばいに近い推移ですが、赤血球・
血小板については緩やかに増加してます。
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スライド10

スライド12

スライド11
スライド13

こちらは疾病別輸血状況について、令和４年度
東京都輸血状況調査を参照したものです。

白血病を含むがんの治療等への使用が 30％ほ
どを占め、次いで血液・造血に関する疾患が多い
状況です。

がん治療への使用が多くなる理由としては、細
胞障害性抗がん剤を使用した際の副反応である造
血抑制への対応として、一人の患者様へ繰り返し
輸血が行われることが考えられます。
（がんの罹患率は男女とも 2010 年ごろを境に

横ばいとなっています。（ 国立研究開発法人国立
がん研究センター Web サイト 年次推移参照））

疾病別の使用状況は全国的にほぼ同様となって
おります。

こうした状況の中、日赤及び埼玉県血液セン
ターでは献血者確保のため様々な取り組みを行っ
ておりますので、いくつかご紹介いたします。

また、こちらは年代別輸血状況を、同じく令和
4 年度東京都輸血状況調査より参照したものです。 献血にご協力いただく際の大きな壁に、「時間」

ご覧のとおり、50 歳以上の患者様への使用が
9 割近い割合を占めています。

先のスライドにてご説明したとおり、献血者の
多くは 50 代以上となっています。

また、一度でも輸血を受けた方は献血できませ
ん。現在の献血状況が継続すると、輸血用血液確
保に致命的な事態となりかねません。

40 代以下の人口比率を考慮すると、より多く
の方に「継続的に・繰り返し」献血をしていただ
く重要性は、これまで以上に大きくなっていると
言えます。
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スライド14

スライド16

スライド17

スライド15

献血の啓発には動画サイトも活用しています。
YouTube 上には、輸血を受けた経験のあるス

ポーツ選手やタレントの方へのインタビュー動画
を公開しています。

若年層へのアプローチという点から、人気アニ
メやキャラクターとのタイアップキャンペーンも
積極的に実施しております。

期間は限定的ですが、こうしたキャンペーンか
ら献血に触れていただくことが、献血協力への
きっかけになると期待されます。

休日には献血ルームや駅、ショッピングモール
等でも献血を実施していますが、平日にも安定的
に血液を確保しなければなりません。

また、人気 YouTuber や Tik Toker による献血
体験動画も公開しています。

若年層へのアプローチが課題となる中、SNS 等
でフォロワーの多いインフルエンサーからの発信
は、大きな効果が期待できます。

があります。全血献血で約 40 分、成分献血では
約 90 分を見ていただいています。

会場での待ち時間を減らすことによる献血者の
負担軽減や、効率的な採血を目標とし、血液セン
ターでは予約献血を推奨しています。

さらに、献血 Web 会員サービスである「ラブラッ
ド」をご活用いただくことで、献血当日の事前問
診回答をスマホ等から行っていただけるなど、さ
らに負担軽減につながります。

ラブラッドは令和 4 年 9 月 28 日よりアプリも
展開しており、献血へのアクセスがより身近に
なっております。
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そのため血液センターでは、定期的に献血バス
を受け入れ、献血にご協力いただく企業・団体様
を募集しています。

スライドは、そのための広報媒体を表示したも
のです。

献血バスの配車には一定の条件がございます
が、献血にご協力いただける企業・団体様は、当
センターの献血推進課までぜひご連絡いただきま
すと幸いです。

献血の現状については、以上となります。

スライド18

スライド20

スライド19

続いて、血液製剤の発注から供給の部分につい
てご説明いたします。

こちらは、埼玉県赤十字血液センターの血液供
給基地と、その管轄エリアを図にしたものです。

県内医療施設からの血液製剤発注内容は、さい
たま市見沼区にある埼玉県赤十字血液センターに
て集約し、各供給施設へ指示されます。

供給拠点を分散することで、定期配送・時間指
定配送・緊急配送などに対応するとともに、災害
等に備えています。

供給基地から遠方の医療施設もございますが、
緊急走行ではおおむね 1 時間以内にはお届け可
能なエリア設定となっております。

まず、血液センター供給部門について簡単にご
説明します。

供給部門では、輸血用血液製剤の適正保管と、
管轄内の医療施設への血液供給を主な業務として
います。

全国に供給施設と献血運搬車を配備し、365 日、
24 時間供給できる体制を構築することで、輸血
用血液製剤の安定的な供給を実現しています。
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スライド23

スライド24

スライド22

スライド21

2024 年 4 月 1 日より、輸血用血液製剤の発注
は Web 発注に完全移行いたします。

これまで県内各医療施設のご担当者様には、院
内発注環境の整備、担当職員の方々への運用手順
のレクチャーなど多大なご協力をいただきました。

改めまして心より感謝申し上げます。

血液センターでは、この Web 発注システムへ
の移行について、2021 年より各医療施設へ移行

次に、Web 発注システムについてご説明します。
近年の輸血用血液製剤発注において、医療施設

の方々には、発注方法の変更に伴う Web 発注シ
ステム導入にご協力いただいております。

Web 発注システムは、「血液製剤発注票」によ
る FAX の送受信で行っていた発注を、Web にて
代替するものです。

続いて、血液センターでの受注から供給までの
流れを簡単にご説明します。

県内の医療施設から製剤の発注が行われます
と、その発注データを血液センターの情報システ
ムにて受信し、受注番号が発番されます。

その後、定期配送便や時間指定、緊急配送など
の状況に合わせて、出庫作業に移ります。出庫作
業は受注データに基づき、指定された製剤の種類、
血液型、数量をシステムと職員の目により確認し
ながら行います。

その後、出庫された製品の内容が、受注内容と
相違ないか複数の職員で確認し、輸送容器に梱包
します。

そして、配送ルートごとに納品内容を確認し、
供給されます。

以上が製剤受注から供給までの流れとなりま
す。
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のご案内を行ってまいりました。
皆様のご協力により、Web 発注システムの導

入は着実に進んでおります。
ここで、Web 発注システムの移行状況につい

てご報告します。
地域により差はございますが、全国では 90％

以上の発注が Web 発注システムから行われるよ
うになっています。

スライド25

スライド26

スライド27埼玉県内の Web 発注率は、3 施設併せても
89％となっております。

全国平均よりも低い発注率にとどまっている理
由としては、特に夜間帯の検査当直の方が血液製
剤発注に不慣れであり、かつ Web 発注システム
使用のレクチャーを十分に受けられないことか
ら、夜間当直帯での FAX 発注件数が増加してし
まうことが大きな要因となっています。

この表にあるデータ上で、日高事業所管内の夜
間 Web 発注率は 67.1％です。

Web 発注完全移行まで 1 か月を切っている状
況ですので、休日・夜間当直の方も Web 発注
システムから発注ができるよう、院内でのレク
チャーをお願いいたします。

繰り返しますが、2024 年 4 月 1 日より血液製
剤の発注は Web 発注に完全移行いたします。

登録がお済みでないご施設の方は、完全移行前
に速やかにご登録いただき、急なご発注時に過誤
や遅延を引き起こさないよう、発注環境の整備等
をお願いいたします。

供給体制について、以上といたします。

最後に改めて献血へのご協力のお願いです。
輸血用血液製剤は皆様の善意による献血によっ

てのみ作ることができるものです。
昨年 3 月より赤血球製剤の有効期間も延長さ

れましたが、長期保存が難しい製品であることに
変わりはありません。

血液製剤が必要な患者様に安定的にお届けする
ためには、継続的な献血へのご協力が不可欠です。
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スライド28

輸血を待つ患者様の尊い「命」を救うため、医
療施設の方々にも、献血へのご協力と血液製剤の
適正使用へのご協力をお願いいたします。

献血の現状と供給体制については、以上となり
ます。

ご清聴ありがとうございました。


